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大
宝
神
社
（
栗
東
市
綣
）
は
、
大
宝

年
間
（
７
０
１
〜
７
０
４
）
に
鎮
座
し

た
と
伝
え
ら
れ
る
古
社
で
、
江
戸
時
代

ま
で
は
大だ

い

宝ほ
う

天て
ん

王の
う

宮ぐ
う

・
今い

ま

宮み
や

応お
う

天て
ん

大だ
い

神じ
ん

宮ぐ
う

な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
疫
病

を
鎮
め
る
牛ご

頭ず

天て
ん

王の
う

と
し
て
信
仰
を
集

め
、
そ
の
氏
子
（
泫
１
）
圏
は
現
在
の

栗
東
市
域
を
中
心
に
50
余
り
の
村
々
に

ま
た
が
る
広
大
な
も
の
で
し
た
。

　

毎
年
５
月
４
日
に
行
わ
れ
る
例
大
祭

で
は
、
拝
殿
に
３
基
の
神み

こ
し輿

が
据
え
ら

れ
、
本
殿
で
は
祝の

り
と詞

奏そ
う

上じ
ょ
う

、
神
楽
舞
の

奉
納
、
玉た

ま

串ぐ
し

奉ほ
う

奠て
ん

と
い
っ
た
神
事
が
行

わ
れ
ま
す
。
神
事
が
済
む
と
、
氏
子
た

ち
は
神
輿
を
担
い
で
拝
殿
の
周
囲
を
回

り
、そ
の
後
御お

旅た
び

所し
ょ

へ
と
向
か
い
ま
す
。

御
旅
所
で
は
宮ぐ

う

司じ

ら
に
よ
る
神
事
が
行

わ
れ
、
神
輿
は
再
び
大
宝
神
社
へ
と
帰

っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
祭
礼
行
事

は
、
村も

生ろ

人と

講こ
う

・
長お

と
な老

講こ
う

・
天て

ん

王の
う

講こ
う

と

い
う
３
つ
の
講
（
泫
２
）
を
中
心
と
し

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
宝
神
社
に
残
さ
れ
る
文
書
か

ら
、
５
０
０
年
余
り
前
の
明
応
７
年

（
１
４
９
８
）
に
は
卯う

月づ
き

祭さ
い

礼れ
い

と
い
う

祭
礼
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
も
と
も
と
、
旧
暦
の
卯
月

（
４
月
）
の
初は

つ

子ね

の
日
に
行
わ
れ
て
い

た
例
祭
が
、
新
暦
に
あ
わ
せ
て
変
更
・

固
定
さ
れ
た
の
が
、
現
在
毎
年
５
月
４

日
に
行
わ
れ
て
い
る
例
大
祭
で
す
。
た

だ
し
、
５
０
０
年
間
に
わ
た
っ
て
、
一

貫
し
て
同
じ
よ
う
に
祭
礼
が
行
わ
れ
て

き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
祭
礼
を

担
う
講
に
注
目
す
る
と
、
少
な
く
と
も

江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
時
代
初
期
の

間
に
一
つ
の
転
換
期
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。

　

江
戸
時
代
後
半
の
文
化
14
年

（
１
８
１
７
）、
祭
礼
の
費
用
を
賄
う
た

め
に
大
宝
天
王
宮
を
実
質
的
に
取
り

仕
切
っ
て
い
た
神じ

ん

応の
う

院い
ん

が
講
元
と
な

っ
て
、
大だ

い

宝ほ
う

天て
ん

王の
う

相そ
う

続ぞ
く

講こ
う

が
つ
く
ら

れ
ま
し
た
。
大
宝
天
王
相
続
講
に
関

連
す
る
資
料
は
、
幕
末
の
文
久
３
年

（
１
８
６
３
）
ま
で
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
、
主
に
会
計
に
関
す
る
記
録
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
大
宝
神
社
の
例
祭
は
明

治
時
代
の
初
め
に
一
時
期
中
断
し
た

時
期
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
明
治
11
年

（
１
８
７
８
）、
例
祭
を
再
び
執
り
行
う

た
め
に
滋
賀
県
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
申

請
書
で
は
、
神
輿
に
供ぐ

奉ぶ

す
る
行
列
を

古
式
に
倣な

ら

っ
て
出
す
、
村
生
人
講
・
長

老
講
・
十じ

ゅ
う

八は
ち

日に
ち

講こ
う

の
３
つ
の
講
が
登
場

し
、
宮
司
や
戸こ

長ち
ょ
う

と
と
も
に
各
講
の
代

表
者
の
署
名
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
役
割
は
、
今
日
の
村
生
人
講
・
長

老
講
・
天
王
講
が
担
っ
て
い
る
の
と
同

様
の
も
の
で
、
現
代
と
の
連
続
性
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
明
治
時
代
以
降
の
こ
れ

ら
の
講
に
関
す
る
記
録
は
、
当
番
の
名

前
や
行
列
の
役
割
分
担
に
関
す
る
内
容

61○
～大

だ い

宝
ほ う

神社の例
れ い

大
た い

祭
さ い

～
大宝神社の例大祭で担がれる神輿

が
主
と
な
り
、
例
祭
の
会
計
に
関
わ
る

内
容
は
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
江
戸

時
代
の
大
宝
天
王
相
続
講
と
、
明
治
以

降
の
村
生
人
講
・
長
老
講
・
天
王
講
と

の
間
に
は
、
明
ら
か
な
性
格
の
違
い
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

姿
を
変
え
な
が
ら
今
日
ま
で
伝
え
ら

れ
て
き
た
例
大
祭
は
、
近
年
で
は
前
日

に
行
わ
れ
る
宵よ

い

宮み
や

で
の
子
ど
も
綱
引
き

大
会
や
和
太
鼓
の
演
奏
、
例
大
祭
当
日

の
子
ど
も
神
輿
や
女
性
が
担
ぐ
さ
つ
き

神
輿
が
加
わ
っ
て
、
よ
り
一
層
の
盛
り

上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

※
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
で
は
、
４
月

29
日
㈷
か
ら
７
月
19
日
㈷
ま
で
、『
大

宝
神
社
文
書
』
を
中
心
に
、
大
宝
神

社
に
伝
わ
る
文
化
財
を
展
示
し
ま

す
。

泫
１【
氏
子
】…
同
じ
地
域
に
住
む
人
々

が
共
同
で
祭
る
神
の
こ
と
を
氏
神
と

い
い
、
そ
の
神
を
信
仰
す
る
人
々
の

こ
と
。
ま
た
、
氏
子
が
住
む
範
囲
の

こ
と
を
氏
子
圏
と
い
う
。

泫
２
【
講
】
…
中
世
以
降
、
民
衆
の
あ

い
だ
で
組
織
さ
れ
た
仏
事
や
神
事
を

行
う
た
め
の
結
社
。
の
ち
に
は
、
金

融
・
相
互
扶
助
・
共
同
労
働
・
同
業

組
合
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
持
つ

講
が
組
織
さ
れ
、
栗
東
市
域
に
も
約

１
７
０
の
講
が
あ
っ
た
。
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